
一
、
は
じ
め
に

去
る
六
月
八
日
（
日
）
に
、
本
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
第
五
十
八
回
立

命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
が
開
か
れ
た
。
二
〇
一
四
年
は
立
命
館
大
学
文

学
会
の
創
立
六
十
周
年
で
も
あ
り
、
そ
の
創
立
を
記
念
し
、
今
回
の
大
会

は
、
通
常
の
研
究
発
表
等
に
加
え
、「
立
命
館
の
『
知
』
の
財
産
│
│
資
料

発
掘
・
整
理
と
そ
の
研
究
│
│
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ

た
。本

学
の
「
知
」
の
財
産
は
従
来
の
雑
誌
・
書
籍
や
古
典
籍
資
料
等
の
紙
媒

体
資
料
を
は
じ
め
、
紙
媒
体
の
資
料
を
撮
影
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
後
者
の
場
合
は
特
に
本
学
の
独
立
研
究
科
で
あ
る
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

一
九
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
創
立
当

初
よ
り
資
料
の
収
集
と
整
理
に
尽
力
し
て
き
た
。
紙
媒
体
資
料
の
収
集
は
勿

論
、
他
の
研
究
機
関
や
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
活
動
成
果
が
認
め
ら
れ
、
本
年
度
よ
り
文
部
科
学

省
の
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
本
稿
は
そ
の

活
動
を
簡
単
に
説
明
し
、
現
在
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た

中
で
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
資
料
に
出
会
え
た
。
そ
の
中
か
ら
二
例
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
研
究
意
欲
の
喚
起
を
も
兼
ね
て
紹
介
す
る
。

二
、
資
料
の
収
集
と
活
用

本
学
図
書
館
や
文
献
資
料
室
所
蔵
の
貴
重
資
料
等
は
他
の
報
告
を
参
照
さ

れ
た
い
が
、
こ
こ
で
は
本
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
寄
託
さ
れ
た

資
料
ま
た
は
他
機
関
よ
り
デ
ジ
タ
ル
手
段
で
収
集
し
た
資
料
に
つ
い
て
述
べ

る
。本

学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
中
で
、
と
り

〔
大
会
記
録
〕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

資
料
の
収
集
と
そ
の
活
用

│
│
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
事
例
│
│

李
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わ
け
故
藤
井
孝
昭
氏
（
一
九
一
三
〜
一
九
八
三
）
の
所
有
し
た
資
料
で
あ
っ

（
�
）

た
藤
井
永
観
文
庫
が
知
ら
れ
る
。
藤
井
孝
昭
氏
は
本
学
文
学
部
を
卒
業
後
、

生
涯
に
わ
た
り
美
術
品
や
古
典
籍
を
蒐
集
し
て
き
た
。
氏
の
没
後
は
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
散
逸
を
憂
慮
し
た
遺
族
等
が
翌
年
に
財
団
を
設
立
し
、
所
蔵
品

の
保
存
を
努
め
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
に
財
団
が
解
散
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
点
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
約
四
二
〇
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
古
筆

切
れ
・
絵
画
等
の
分
野
に
わ
た
り
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の
が
多
い
の
が

特
徴
で
あ
り
、
中
に
は
重
要
文
化
財
・
重
要
美
術
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
外
は
、
林
美
一
氏
の
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
俳
諧
の
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
櫻
井
武
次
郎
氏
の
櫻
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

先
述
の
よ
う
な
紙
媒
体
の
資
料
を
多
く
所
有
し
て
い
る
一
方
で
、
他
の
研

究
機
関
所
有
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
多
く
所
有
し
て
お
り
、
特
に

海
外
の
研
究
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
し
て
は
、
量
質
と
も
特
筆

す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
国
別
で
列
挙
す
る
と
、
英
国
の
場
合
は
大
英
博
物

館
を
は
じ
め
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
保
有
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
フ
リ
ー
ア
美
術
館
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ

サ
レ
ジ
オ
大
学
ド
ン
・
ボ
ス
コ
図
書
館
の
マ
レ
ガ
文
庫
は
近
世
期
宣
教
師
と

し
て
来
日
し
た
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
神
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
他
に
ベ

ネ
チ
ア
東
洋
美
術
館
や
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
が
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
の
王
立
美
術
館
や
オ
ラ
ン
ダ
の
民
族

学
博
物
館
、
ド
イ
ツ
の
国
会
図
書
館
、
チ
ェ
コ
共
和
国
の
プ
ラ
ハ
国
立
美
術

館
、
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
等
多
く
の
国
や
地
域
の
研
究
機
関
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
、
現
在
当
セ
ン
タ
ー
で
は

（
�
）

様
々
な
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
運
営
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
錦
絵
と
古

典
籍
資
料
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
多
く
利
用
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
源
や
若
手

研
究
者
の
成
果
報
告
の
場
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
十
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三

（
�
）

月
ま
で
の
間
は
、「
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
た
研
究
発
表
会
を
隔
週

（
�
）

に
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
四
月
以
降
は
、「
新
拠
点
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し

て
、
毎
月
に
開
催
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
は
本
学
の
独
立
研
究
科
で
あ
る
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た
中
で
様
々
の

資
料
を
閲
覧
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
筆
者
の
出
会
っ
た
興

味
深
い
資
料
を
次
節
で
取
り
上
げ
る
。

三
、
西
園
寺
文
庫
蔵
『
歌
合
作
法
』

本
学
図
書
館
の
西
園
寺
文
庫
の
一
部
は
二
〇
一
一
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
た
。
西
園
寺
文
庫
は
、
本
学
の
歴
史
と
深
い
関

わ
り
の
あ
る
西
園
寺
公
望
の
蔵
書
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
、
中
に
は
西

園
寺
公
望
宛
の
書
簡
等
を
は
じ
め
と
す
る
公
望
関
係
の
資
料
や
愛
読
書
が
含

ま
れ
る
一
方
で
、
旧
時
西
園
寺
家
に
伝
わ
る
宮
中
儀
式
書
や
歌
書
も
含
ま
れ

て
い
る
。
特
に
西
園
寺
家
の
家
業
と
さ
れ
る
和
歌
や
琵
琶
に
関
す
る
も
の
は

西
園
寺
家
独
自
の
資
料
が
多
く
、
他
見
さ
れ
な
い
貴
重
な
資
料
が
あ
る
と
い

二
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う
こ
と
は
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
西
園
寺

文
庫
蔵
『
歌
合
作
法
』
と
い
う
書
物
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
。

西
園
寺
文
庫
に
は
『
歌
合
作
法
』（
資
料
番
号09810036024

）
と
題
す

る
一
冊
の
書
物
が
あ
り
、
大
き
さ
は
縦
二
十
九
・
五
糎
の
横
二
十
三
糎
で
あ

る
。
原
本
の
状
態
は
不
明
だ
が
、
現
在
の
表
紙
と
裏
表
紙
は
補
修
の
際
に
付

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
八
丁
あ
り
、
本
文
は
三
丁
に
わ
た
り
書
写

さ
れ
て
い
る
。
資
料
名
の
『
歌
合
作
法
』
は
表
紙
を
巡
っ
た
扉
の
左
肩
に
直

接
墨
書
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

中
身
の
料
紙
の
状
態
か
ら
判
断
す
る
と
、
元
の
書
物
は
恐
ら
く
三
丁
分
の

本
文
の
後
に
一
枚
の
料
紙
を
当
て
、
計
四
丁
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
本
学
の

図
書
館
が
補
修
の
際
に
原
資
料
の
前
後
に
遊
び
紙
を
当
て
、
表
紙
を
付
け
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
元
の
書
物
を
解
体
し
、
原
資
料
の
料
紙
の
一
枚
一

枚
の
裏
に
紙
を
あ
て
、
糊
付
け
し
た
。

岩
波
書
店
刊
の
『
国
書
総
目
録
』
に
は
こ
の
資
料
に
関
す
る
情
報
は
確
認

出
来
な
い
、
そ
の
後
の
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
も
該
当
資
料
の
情
報
が
な

く
、
恐
ら
く
そ
の
時
点
で
は
該
当
資
料
の
存
在
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
国
文
学
研
究
資
料
館
は
前
両
者
の
情
報
を
ま
と

め
、
更
に
日
本
全
国
の
大
学
や
図
書
館
、
文
庫
等
の
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
邦
人
の
み
の
著
作
を
増
補
し
、「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

と
し
て
運
営
し
始
め
た
が
、
該
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
『
歌
合
作
法
』
に
関
す

る
情
報
を
確
認
出
来
た
の
は
編
著
者
と
所
蔵
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
該
当
資
料
の
所
蔵
は
本
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
他
の
諸
本
を
見
な
い
。
ま
た
、
編
著
者
に
つ
い
て
は
「
柳
原

資
定
問

称
名
院
答
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
周
知
の
よ
う
に
柳
原

氏
は
日
野
俊
光
の
子
息
、
資
明
を
祖
と
す
る
一
族
で
あ
り
、
資
定
は
そ
の
七

代
目
の
当
主
と
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
朝
廷
に
仕
え
、
天
正
六
年
（
一
五
七

八
）
八
十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
は
、
従
一
位
権
大
納
言
で
あ
っ
た
。
公
卿
で

あ
る
と
同
時
に
、
歌
人
・
故
実
家
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、

戦
国
期
の
歴
史
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
は
『
資
定
卿
記
』
が
あ

る
。
ま
た
、
称
名
院
即
ち
三
条
西
公
条
に
つ
い
て
は
改
め
て
こ
こ
に
記
す
必

要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
父
の
実
隆
に
和
漢
を
学
び
、
後
奈
良
帝
に
『
古
今
和

歌
集
』
進
講
し
た
他
に
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
明
星
抄
』
を

著
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
室
町
後
期
歌
壇
に
名
を
知
ら
れ
た
ビ
ッ
ク
ネ
ー

ム
の
二
人
は
、
私
的
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
よ
う
が
、
そ
の
端

緒
を
一
瞥
で
き
る
の
は
こ
の
資
料
で
あ
る
。

当
資
料
の
具
体
的
な
成
立
年
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
巻
末
の
奥
書
は
次
の

よ
う
に
あ
る
、

此
一
巻
者
柳
原
一
位
資
定
卿
周
防
国
滞
／
留
御
時
歌
合
之
作
法
如
此
御

注
付
／
称
名
院
殿
へ
被
尋
に
其
返
札
写
／
之
尤
可
謂
重
宝
者
哉

右
の
奥
書
か
ら
は
、
こ
の
資
料
は
柳
原
資
定
卿
が
、
周
防
の
国
（
現
山
口
県

辺
り
）
に
滞
在
し
た
時
に
、
歌
合
の
作
法
の
詳
細
を
、
称
名
院
殿
（
三
条
西

公
条
）
に
尋
ね
、
そ
の
返
答
の
書
簡
を
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

（
�
）

詳
細
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
簡
単
に
説

明
す
る
と
、
懐
紙
の
折
り
た
た
み
方
や
、
文
台
、
硯
、
墨
、
筆
の
置
き
場
所

資
料
の
収
集
と
そ
の
活
用

二
一



等
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
題
の
選
び
方
や
詠
歌
後
の
披
講
の
次

第
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
恐
ら
く
こ
の
資
料
は
、
編

者
自
身
の
手
元
に
置
い
て
お
く
と
い
う
目
的
で
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
旧
時
の
公
家
が
、
詩
歌
会
や
和
歌
会
を

開
催
し
て
い
た
、
そ
の
際
に
作
法
等
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
肩
身
の
狭
い
思
い

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
当
資
料
は
そ
れ
に
備
え
る
た
め
の
チ
ー
ト
シ

ー
ト
と
も
言
う
べ
き
か
、
秘
伝
の
書
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
考

え
る
と
奥
書
の
末
尾
に
「
尤
可
謂
重
宝
者
哉
」
と
す
る
一
文
も
理
解
で
き
よ

う
。ま

た
、
和
歌
や
和
歌
集
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
和
歌
会
の
儀

式
次
第
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
本
資
料
は
和
歌
会
次
第
を
知
る
た
め
の
重
要
な
研
究
材
料
で
あ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
本
学
の
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
、
近
年
西

（
�
）

園
寺
文
庫
に
関
す
る
研
究
論
文
が
多
く
公
開
さ
れ
、
研
究
が
活
発
化
を
見
せ

始
め
た
と
こ
ろ
に
も
注
目
さ
れ
た
い
。
将
来
、
西
園
寺
文
庫
の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
暁
に
、
公
家
文
庫
の
研
究
に
そ
の
成
果
を
寄
与
で
き
る
の
も
想

像
で
き
よ
う
。四

、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
杜
律
集
解
』

本
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
長
年
に
わ
た
り
、
海
外
の
研
究
機

関
所
蔵
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
収
集
し
て
き
た
こ
と
は
、

前
節
で
既
に
述
べ
た
。
多
く
の
国
・
地
域
の
研
究
機
関
と
連
携
し
て
き
た
中

で
、
昨
年
度
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
日
本
古
典
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
部
が
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
た
。
筆
者
は
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
の
選
定
よ
り
関
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
日

本
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
や
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
を
も
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
特
に
興
味
深
く
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
本
節
で
取

り
上
げ
る
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
付
属
図
書
館
の
日
本

古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
三
十
以
上
の
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
な
る
、
世
界
有
数
の

名
門
大
学
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
知
れ
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
学

の
付
属
図
書
館
が
日
本
古
典
籍
を
数
多
く
所
有
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
来
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
日
本

古
典
籍
が
影
印
本
の
形
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ

（
�
）

以
来
蔵
書
目
録
が
刊
行
さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
日
本
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ＝

ア
ス
ト
ン
（W

illiam
G

.
A

ston

）、
ア
ー
ネ
ス
ト

・
メ
イ
ソ
ン＝

サ
ト
ウ
（E

rnest
M

.
Satow

）、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン＝

シ
ー
ボ
ル
ト
（H

einrich
von

Siebold

）
の
よ
う
な
黎
明
期
の
日
本
学
者
達

個
人
旧
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
集
合
か
ら
成
立
し
た
。
彼
ら
が
幕
末
に
日
本

で
収
集
し
た
書
物
や
資
料
は
彼
ら
と
共
に
英
国
に
渡
り
、
の
ち
に
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勿
論
、
彼
ら
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
以
外
に
も
他
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
が
現

二
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在
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
日
本
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ

た
。ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ア
ス
ト
ン
や
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
名
前
は
日
本
で
も

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
特
に
言
及
し
な
い
が
、
今
回
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
注
目
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館

が
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
収
集
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ハ
ル
デ
イ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト＝

ロ
ッ

ク
ハ
ー
ト
（Jam

es
H

aldane
Stew

art
L

ockhart,
1858−

1937

）
の
没
後

に
、
蔵
書
の
二
百
数
十
冊
が
、
管
財
人
を
通
じ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
買

収
さ
れ
た
。
な
お
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
殆
ど
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

及
ぶ
和
刻
本
漢
籍
類
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
は
長
く
香
港
に
滞
在
し
て
い

た
、
生
涯
に
わ
た
り
植
民
地
の
経
営
に
力
を
尽
く
し
た
。
最
後
は
香
港
総
督

に
次
い
で
、
極
東
エ
リ
ア
の
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
威
海
衛
総
監
に

ま
で
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
学
者
と
し
て
の
業
績
も
多

く
、
著
作
に
『
左
伝
索
引
（Index

to
the

T
so

C
huan

）』
が
あ
る
事
が
知

ら
れ
る
。

仮
に
彼
も
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ス
ト
ン
や
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
よ
う

に
、
日
本
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
あ
れ
ば
、
特
に
疑
問
も
な
い
が
、
長
く

中
国
大
陸
に
滞
在
し
て
い
た
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
和
刻
本
漢

籍
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
の
『
杜
律
集
解
』
と
い
う
書
物
で
あ
る
。

『
杜
律
集
解
』
と
は
名
前
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
杜
甫
」
の
「
律
詩
」

を
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
巻
六
冊
の
も
の
で
あ
り
、
明
の
邵
傅
が
編

纂
し
、
陳
学
楽
が
校
註
し
た
。
一
五
八
七
・
一
五
八
八
年
（
万
暦
十
五
・
十

六
年
）
の
序
が
あ
る
。
五
言
律
詩
三
九
五
首
（
四
巻
）・
七
言
律
詩
一
三
六

首
（
二
巻
）
を
所
収
し
て
お
り
、
注
は
、
語
釈
・
出
典
・
故
事
や
、
そ
の
詩

作
の
時
代
的
背
景
、
あ
る
い
は
杜
甫
の
伝
記
上
の
背
景
の
詳
細
が
記
さ
れ

る
。
杜
甫
の
詩
が
日
本
に
お
い
て
享
受
さ
れ
る
の
は
中
世
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
近
世
期
に
入
り
、
俳
人
の
芭
蕉
が
杜
甫
詩
を
好
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
ろ

う
か
、
の
ち
に
和
刻
本
も
上
梓
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
『
杜
律
集
解
』（
資
料
番
号

FB
.563.24−

25

）
の
巻
末
の
刊
記
に
は
、

元
禄
九
年
龍
集
丙
子
季
秋
穀
旦
／
神
雒
書
肆
美
濃
屋
彦
兵
衛
繍
梓

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
九
月
の
吉
日
に
、
京
都

の
書
肆
で
あ
る
美
濃
屋
彦
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

跋
文
に元

禄
乙
亥
二
月
癸
丑
／
宇
都
宮
遯
庵
由
的

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
月
に
宇
都
宮
由
的
と

い
う
人
物
が
跋
文
を
書
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宇
都
宮
由
的
は
江
戸
時
代
の

儒
学
者
で
あ
り
、
通
称
は
三
近
、
遯
庵
ま
た
は
頑
拙
と
号
さ
れ
る
の
が
知
ら

れ
る
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
五
月
二
日
に
七
十
七
歳
で
没
し
た
。
幼
時

資
料
の
収
集
と
そ
の
活
用

二
三



よ
り
京
都
で
、
藤
原
惺
窩
門
下
の
松
永
尺
五
に
師
事
し
て
い
た
、
同
門
に
木

下
順
庵
・
貝
原
益
軒
が
い
る
。
刊
行
年
か
ら
は
本
書
は
彼
の
晩
年
の
作
で
あ

る
こ
と
は
知
ら
れ
る
。

『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
元
禄
九
年
版
『
杜
律
集
解
』
は

二
種
類
あ
り
、
版
元
は
い
ず
れ
も
京
都
の
美
濃
屋
彦
兵
衛
で
あ
る
が
、
六
巻

十
二
冊
の
物
を
売
り
出
し
た
後
、
六
巻
六
冊
の
物
も
出
版
し
た
。
二
版
は
冊

数
や
表
紙
、
料
紙
は
異
な
る
も
の
の
、
中
身
は
同
様
で
あ
っ
た
。
先
述
の
よ

う
に
、
近
世
期
杜
甫
の
受
容
は
芭
蕉
の
影
響
も
あ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
特
筆

す
べ
き
点
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
こ
の

資
料
は
も
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
と
い
う
人
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

彼
の
生
涯
を
見
て
み
る
と
、

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ハ
ル
デ
イ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト＝
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
（
一

八
五
八
〜
一
九
三
七
）
植
民
地
省
官
僚
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ガ

イ
ル
地
方
生
ま
れ
。
一
八
七
四
年
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
ト
ソ
ン
学
院
に
入
学
、
七
八
年
中
退
し
、
植
民
地
省
に
入
省
。
七
九

年
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
し
、
中
国
語
を
学
ぶ
。
八
〇
年
よ
り
中
国
広
州

で
更
に
語
学
を
習
得
し
、
八
二
年
に
正
式
に
植
民
地
省
の
書
記
官
と
し

て
登
用
さ
れ
る
。
以
降
書
記
官
と
し
て
任
期
を
全
う
し
、
九
五
年
香
港

総
督
の
事
務
次
官
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
る
。
一
九
〇
二
年
に
威
海
衛
総
監

に
就
任
、
〇
八
年
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｇ
勲
章
を
叙
勲
し
、
一
八
年
香
港
大
学
か
ら

名
誉
法
学
博
士
を
贈
呈
さ
れ
る
。
二
一
年
帰
国
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
東

洋
研
究
学
院
（
現
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
理
事
に
就
任
し
、
以
降
中
国
関
係
の
論

文
お
よ
び
書
籍
を
多
数
発
表
。

『O
xford

D
ictionary

of
N

ational
B

iography

』
よ
り
抜
粋
、
筆
者
訳

と
あ
る
の
が
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

殆
ど
が
和
刻
本
漢
籍
で
あ
る
疑
問
が
解
消
さ
れ
ず
、
改
め
て
和
刻
本
漢
籍
の

流
通
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

和
刻
本
漢
籍
は
す
な
わ
ち
日
本
で
出
版
さ
れ
た
漢
籍
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
多
く
は
日
本
に
伝
来
し
た
漢
籍
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
日
本

で
出
版
さ
れ
た
た
め
、
漢
文
に
返
り
点
や
読
み
下
し
が
付
さ
れ
る
。
和
刻
本

漢
籍
の
存
在
意
義
は
原
本
漢
籍
の
保
存
や
、
本
邦
に
お
け
る
漢
籍
研
究
の
状

況
を
確
認
で
き
る
以
外
、
文
学
史
や
文
化
交
流
史
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味

を
な
す
。
し
か
し
、
本
邦
以
外
で
の
和
刻
本
漢
籍
は
ど
の
程
度
流
通
し
て
い

る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
�
）

本
学
中
国
文
学
専
攻
の
客
員
准
教
授
で
あ
る
金
程
宇
氏
の
著
作
の
前
書
き

に
は
、
大
陸
に
お
け
る
和
刻
本
漢
籍
の
流
通
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

氏
は
最
初
に
和
刻
本
漢
籍
が
大
陸
に
伝
来
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
と
し
て

も
、
宋
元
時
代
に
は
五
山
版
の
書
物
が
当
時
の
僧
侶
の
交
流
に
よ
っ
て
大
陸

に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
蘭
渓
道
隆
の

来
日
以
降
、
大
陸
に
渡
っ
た
僧
侶
は
三
百
を
超
す
と
言
わ
れ
、
将
来
し
た
和

刻
本
漢
籍
は
相
当
な
数
量
で
あ
ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
た
。

清
の
時
代
に
至
っ
て
は
、
日
中
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
書
物
は
商

船
と
と
も
に
大
陸
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
末
ま
で
に
将
来
し
た
和

二
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刻
本
漢
籍
の
学
術
価
値
が
認
め
ら
れ
、『
四
庫
全
書
』
に
撰
入
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
。
民
国
以
降
は
日
中
の
貿
易
活
動
に
加
え
、
個
人
の
収
集
活
動
も
顕

著
と
な
り
、
和
刻
本
漢
籍
を
目
的
と
し
た
収
集
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
在
外
公
使
館
員
等
が
和
刻
本
漢
籍
の
流
入

に
対
し
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
民
国
以
降
の
個
人
収
集
家

に
加
わ
り
、
在
外
公
使
が
意
図
的
に
和
刻
本
漢
籍
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー

ト
原
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
殆
ど
が
和
刻
本
漢
籍
で
あ
る
と
い
う
事

実
は
、
清
末
民
国
初
期
に
、
大
陸
側
の
商
人
や
在
外
公
使
等
が
積
極
的
に
和

刻
本
漢
籍
を
収
集
し
て
い
た
背
景
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
当
時
の
大
陸
に
は
相

当
な
数
量
の
和
刻
本
漢
籍
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
で
き
よ
う
。
そ
の

収
集
は
商
人
や
在
外
公
使
の
よ
う
な
特
権
階
級
に
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
香
港
や
威
海
衛
の
よ
う
な
湾
岸
都
市
に
滞
在
し
て
い
た
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト

は
彼
ら
と
接
す
る
機
会
の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
居
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

う
。
ま
た
、
当
時
の
和
刻
本
漢
籍
の
学
術
的
価
値
も
認
め
ら
れ
、
彼
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
和
刻
本
漢
籍
の
学
術
価
値
を
見
込
ん
で
か
ら
の
収
集
の
可
能
性

が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

こ
の
度
は
「
立
命
館
の
『
知
』
の
財
産
│
│
資
料
発
掘
・
整
理
と
そ
の
研

究
│
│
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
本
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
の
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
。
ま
た
、
そ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た

中
で
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
か

ら
二
点
取
り
上
げ
た
。

西
園
寺
文
庫
蔵
『
歌
合
作
法
』
は
二
〇
一
一
年
度
の
西
園
寺
文
庫
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
機
に
、
該
当
資
料
は
本
学
の
み
が
所
蔵
す
る
孤
本
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
更
に
、
該
資
料
は
室
町
後
期
の
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た

三
条
西
公
条
と
柳
原
資
定
と
の
間
の
書
簡
の
往
来
か
ら
由
来
し
た
資
料
で
あ

る
と
判
明
し
、
該
当
資
料
の
研
究
意
義
と
学
術
的
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
。

次
い
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
『
杜
律
集
解
』
は
、
杜
甫
詩
が

本
邦
に
受
容
さ
れ
、
近
世
期
で
の
享
受
の
広
が
り
と
共
に
、
テ
キ
ス
ト
の
需

要
も
高
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
背
景
の
中
で
該
当
資
料
は
出
版
さ
れ
、

大
陸
側
に
も
渡
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
帰
す
る
ま

で
の
間
は
、
物
語
と
し
て
の
ロ
マ
ン
さ
え
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
本
学
の
所
有
す
る
資
料
が
次
々
と
公
開
さ
れ
、
資
料
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
大
変
便
利
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
や
ま
な
い
。

注（
１
）http

://w
w

w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/lib/rarebook/cat629/
（
２
）
錦
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http

://w
w

w
.dh−

jac.net/db/arcnishikie/

searchp.htm

）
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http

://w
w

w
.dh−

jac.net/

db1/books/search.php

）
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
他
に
歌
舞
伎
評
判

資
料
の
収
集
と
そ
の
活
用

二
五



記
、
版
木
、
古
地
図
、
漆
器
、
陶
磁
器
等
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
も
展
開
し
て
い
る
。

（
３
）過
去
の
セ
ミ
ナ
ー
資
料（http

://w
w

w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/lib/G
C

O
E

/sem
inar/

）。

（
４
）過
去
の
セ
ミ
ナ
ー
資
料（http

://w
w

w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/lib/G
C

O
E

/new
sem

inar/
）。

（
５
）
李
増
先
「
翻
刻
・
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
歌
合
作

法
』」（『
平
安
文
学
研
究

衣
笠
編
』
第
四
輯

立
命
館
大
学
中
古

文
学
研
究
会

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
６
）
近
年
（
三
年
以
内
）
刊
行
さ
れ
た
西
園
寺
文
庫
に
関
す
る
論
文
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

須
藤
圭
、
川
内
有
子
、
中
川
佳
保
﹇
他
﹈「
翻
刻
・
立
命
館
大
学

図
書
館

西
園
寺
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
行
間
注
記
（
空
蝉
巻
・
夕

顔
巻
）」（『
平
安
文
学
研
究

衣
笠
編
』
第
五
輯

立
命
館
大
学
中

古
文
学
研
究
会

二
〇
一
四
年
三
月
）

小
林
孔
、
武
田
悠
希
、
大
坪
舞
﹇
他
﹈「
立
命
館
大
学
図
書
館

西
園
寺
文
庫
所
蔵
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
』
の
紹
介
」（『
立
命
館
文

學
』
六
三
二
号

立
命
館
大
学
人
文
学
会

二
〇
一
三
年
七
月
）

大
坪
舞
「
戦
国
期
に
お
け
る
鷹
の
伝
授：

西
園
寺
家
・
持
明
院
家

の
鷹
書
か
ら
」（『
芸
能
史
研
究
』
二
〇
一
号

芸
能
史
研
究
会

二

〇
一
三
年
四
月
）

本
多
潤
子
「
西
園
寺
文
庫
所
蔵
西
園
寺
実
晴
写
『〔
秀
歌
撰
集
〕』

に
つ
い
て
」（『
平
安
文
学
研
究

衣
笠
編
』
第
四
輯

立
命
館
大
学

中
古
文
学
研
究
会

二
〇
一
三
年
三
月
）

須
藤
圭
、
川
内
有
子
、
中
川
佳
保
「
翻
刻
・
立
命
館
大
学
図
書
館

西
園
寺
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
行
間
注
記
（
帚
木
巻
）」（『
平
安
文

学
研
究

衣
笠
編：

中
西
健
治
教
授
退
職
記
念
号
』
第
四
輯

立
命

館
大
学
中
古
文
学
研
究
会

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
７
）
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ッ
キ
ー
、
林
望
共
編
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

所
蔵
和
漢
古
書
総
合
目
録
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局

一
九

九
一
年
）

（
８
）
金
程
宇
『
和
刻
本
中
國
古
逸
書
叢
刊
』（
鳳
凰
出
版
社

二
〇
一
二

年
）

参
考
文
献

金
程
宇
編
『
和
刻
本
中
國
古
逸
書
叢
刊
』
南
京
鳳
凰
出
版
社

二
〇
一
二

年

長
澤
規
矩
也
著
、
長
澤
孝
三
編
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
六
年

H
.

C
.

G
.

M
atthew

and
B

rian
H

arrison,
O

xford
dictionary

of
na-

tional
biography

:
in

association
w

ith
the

B
ritish

A
cadem

y
:

from
the

earliest
tim

es
to

the
year

2000,
T

okyo,
O

xford
U

ni-

versity
Press,

2004.
大
曽
根
章
介
（
他
）
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
明
治
書
院

一
九
九

八
年

N
ozom

u
H

ayashi
and

Peter
K

ornicki,
E

arly
Japanese

B
ooks

in

二
六



C
am

bridge
U

niversity
L

ibrary
:

A
C

atalogue
of

the
A

ston,
Sa-

tow
and

von
Siebold

C
ollections,

N
ew

Y
ork,

C
am

bridge
U

ni-

versity
Press,

1991.

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
岩
波
書
店

一
九
九
〇
年

岩
波
書
店
編
『
国
書
総
目
録
』
岩
波
書
店

一
九
七
六
年

井
上
宗
雄
著
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究：

室
町
後
期
』
風
間
書
房

一
九
八

七
年

（
り
・
ぞ
う
せ
ん

本
学
博
士
後
期
課
程
）

資
料
の
収
集
と
そ
の
活
用

二
七


